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家兎の大脳皮質光誘発電位 (cortical photic evoked potential 以下CPEP と省略する)に対する皮質
下諸核の条件刺激効果について，越野らは二相性効果と称する刺激頻度依存性の干渉作用を報告してい











ス幅 1 msecの矧織を 1000msecの晶司与えた。そのパノレスの繰り返し頻度は鶴闘鶏IJ激で‘は 5Hz，母娘刺激で








(結果)黒質核25点中、 17点 (685ぢ)において低頻度条件刺激により CPEP の振幅の増大，高頻度条
件刺激で CPEP の振幅の減少が認められ，統計学的に有意の差をもって( p < 0.005 )黒質核に刺激頻
度依存性の二相性効果が証明された。また， Subthalamus29点中 11点 (38%) においても同様の二相性
効果が認められ，黒質核においてみられたほど高率ではないにしてもSubthalamus~( も二相性効果を示
す点が散在していた。その他， Ventral medullary lamina (26点) ，大脳脚(12点)，尾状核 (20点)に
ついては特定の刺激効果は認められなかった。











唆するものである。最近，黒質核は単lζ運動機能に関与しているばかりではなく sensory input も受けて
いる乙とも知られているので，黒質核は単lζ錐体外路系の一つの核として働いているばかりでなく各種
の外的刺激に対応しで情動，運動，知覚等の広範囲の大脳皮質機能を制御する上で重要な役割を果たし
ているものと考えられる。
論文の審査結果の要旨
本論文は大脳辺縁系にみられた条件電気刺激頻度依存性のbivalent effect が，中脳レベルにおいては
黒質核及びsubthalamus に存在している乙とを明かにしている。
乙れは中脳レベルで錐体外路系と大脳辺縁系とが生理学的に密接な関係を保って大脳皮質に影響力を
及ぼしていることの証明であると共に，錐体外路系における黒質核の特異性を明かにした研究であり，
学位を授与するに値する論文と考える。
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